
【山梨県甲州市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

本報告書は、スポーツ庁の「令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）の一環として、山梨県（甲州市）が
実施した「令和５年度運動部活動の地域移行に向けた実証事業」の成果を取り
まとめたものです。



山梨県甲州市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・地域移行の推進のためコーディネーターを２名配置し、市としての基本方針の策定に取り組んだ。

・スポーツ団体関係、学校関係を委員として甲州市運動部活動地域移行推進委員会を立ち上げ地域移行への体制構築を行った。

・各学校へ赴き、現場教職員への聞き取り調査やアンケートの実施により地域移行への方針策定の資料とした。

●令和５年度年間行事スケジュール

・過疎化と少子化により、統合・廃合が進み５校あった市内中学校が、令和７年度には３校まで減少予定である。

・少子化により部員数確保の困難による休止部活や、団体種目で部員数が足りず他校と合同で部活動する種目がある。

・スポーツ人口の少ない地域であり、地域移行にあたり指導者確保が困難である。

・コーディネーターを２名配置し、多元的な意見の創出とそれぞれの人脈を生かした情報収集などが素案の策定に役立てた。

・市や学校単位など組織だった意見だけではなく、学校現場へでの生の声を聞くことにより、実情にあった部活動改革の方針策定につながった。
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

甲州市における地域連携・地域移行の現状

過疎化と高齢化、また全国的な傾向である少子化によって、市内中学校の統合・廃合が進み、市

町村合併した平成17年当時、市内に５校あった公立中学校は、現在４校に減り、令和７年度に

は３校まで減少予定である。

このように少子化の影響のに対し、部活動種目の適正な維持と、段階的な地域移行を促進するた

め、当市ではコーディネーターの配置と推進委員会の設置し、令和５年度は市としての地域移行へ

の方針を策定、令和６年度は試験的な地域クラブの設立と移行準備、学校や地域への調整を行

い、令和７年度には段階的な地域移行を進めていく予定である。

甲州市における地域連携・地域移行の課題

少子化の波は、部員数の確保困難による休部や、団体種目の部員数が足りず、既に他校と合同

で部活動を行っている種目もあり、運動種目の適正なを維持・継続とが徐々に難しくなっていく状況

である。

このため、市内中学校での運動部活動の整理や合同化を進めて、地域連携等により存続する種

目と、地域移行への促進を図る二種類のパターンへの仕分けを行っていく方針であるが、どちらを進め

るにも過疎地区であり、スポーツ人口も少ないため指導者確保が大きな課題となる。

人口 29,628人 部活動数 51部活

公立中学校数 4校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 667人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（生涯学習課）

運動部活動の地域移行を主体となり行うため、コーディネーターの配

置による方針案の検討と策定及び調整、甲州市運動部活動地域移

行推進委員会の事務局の運営等

⚫ 教育委員会（教育総務課）

市内小・中学校の統括をによる、部活動現場での教職員、生徒と保

護者などの意見取りまとめ等

※イメージ図
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

〇コーディネーター２名の配置

〇関係団体・市町村等との連絡調整等

〇運営団体・実施主体の体制整備や質の確保
取組事項

地域移行の取り組み初年度となる令和５年度は、５月に地域移行のコーディネー

ターを２名配置して、市としての基本方針の策定に取り組んだ。また甲州市運動部

活動地域移行推進委員会を立ち上げ、委員にスポーツ協会、スポーツ推進委員、

スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ代表、学校関係者などを委員に選定し

て、現状と課題の説明、市としての方針等を説明して連携を図り協力体制を構築し

た。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

それぞれ特性の異なるコーディネーターを２名配置することにより、角度の違う多元

的な意見の創出することができ、またそれぞれの人脈を生かした情報収集などが、市

としての地域移行の素案の策定に非常に役立てることができた。また市内各学校を

訪問し、学校としての組織だった体面を気にした意見だけではなく、現場へでの指導

者生の声を聞き、そしてアンケートなど実施したことにより、実情にあった部活動改革

の方針策定の基礎につながった。

特に
工夫した
事項

昨今は、市の人口が３万人程度と少なく少子高齢化も進んでいるため、比例してスポーツ人口も少なく、地域での受け入れ態勢や指導者確

保が大変困難であり、また地域移行の受け入れとなりうる団体も少ない。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【甲州市中学校運動部活動地域移行推進委員会方針確定資料】

図、グラフ、文章での説明等



7

２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【2023.11.29第2回運動部活動地域移行推進委員会】 【2024.2.26第3回運動部活動地域移行推進委員会】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【2023.07.03第１回運動部活動地域移行推進委員会】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

甲州市運動部活動地

域移行推進委員会設

置、検討開始

部活動整理→拠点校

種目の選定、合同チー

ム種目の選定、地域

移行種目の選定

学校現場との調整、拠

点校と地域クラブ一部

試験的開始

生徒、保護者への

説明会開催

地域クラブ活動の

段階的開始
地域クラブ活動の拡大

●年3回（7月、11月、2月）、

推進委員会の実施。

●部活種目の整理と地域クラブ

の体制整備に向け、甲州市とし

ての基本方針について協議、決

定をした。

●令和5年4月コーディネーター2

名を委嘱、7月「甲州市中学校

運動部活動地域移行推進委

員会を設置」構成は教育長を顧

問、スポーツ推進審議会、スポー

ツ協会、スポ少、スポーツ推進協

議会、総合型地域スポーツクラ

ブ市PTA代表、市内中学校長、

運動部活動顧問を中心に委嘱。

●教員間の意識の相違に課題

が見られた。

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

●コーディネーターが主体となり地

域クラブ指導者への声かけ。

●令和６年度に部活動整理を

行う際、季節部であるラグビー部

の指導者に声かけしたところ、興

味を示したため地域クラブ設立の

打診を行った。

●創設前であるが、受益者負担

の方法や地域クラブを統括する体

制が決まっていないままでの方針

決定となった。

●部活動整理に辺り、現在活動

中の部活動の地域クラブ化は、

ハードルが高いため、季節部であ

る種目から声をかけて実施への合

意に到った。

●市事務局で学校現場と児童・

生徒・保護者向けの説明会を開

催。

●令和7年度から部活動整理

等の開始に向け情報量の少な

かった児童生徒保護者への情報

補填と理解促進をにより地域クラ

ブ活動の活性化につなげる。

●説明会の対象は、際限なく広

くなるので、最低限の公平性を保

つためどの程度までをよしとして広

げるのかが課題となる。

●甲州市の特性として、地域移

行には、学校現場での意識差を

なくすことの方が重要ではないかと

考えるためより密に連携を行える

体制を構築する。

●学校現場との調整により部活

動の地域クラブ化の促進。

●現状の部活動整理により、将

来の地域クラブ化の足掛かりとす

る計画であるが、生徒数や顧問

の専門性など、状況により移行

可能な種目を見出すことも可能

であると考え検索を行う。

●現状の形での部活動に固執

する教員も少なからずいるため、

如何に啓蒙して意識改革を行う

かが課題である。

●学校や顧問などと緊密な連携

を取り計画外の種目にも地域ク

ラブ化が可能な種目を探し出す。
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

※イメージ図
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